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多賀城市は、広域仙台圏の中核的都市として、 「文化のかおるうるおいのあるまち」を基本

目標に長期的ビジ ョンにたったまちづくりを押し進めています。その一環として、 当埋蔵文化

財調査センターは、市内の遺跡の発掘調査や資料の収集 ・保存 ・公開、さらに文化財愛護精神

の普及・啓発活動などを積極的に行っております。

本報告{r~は、当センターが昭和62年度国庫補助事業として調査を実施した柏木造跡A地区の

成果をまとめたものです。発痴調査の結果、約10万年前に遡るとみられる旧石鵠時代前 ・中期

の石器が多誌に発見され、また奈良時代に国府多賀城に鉄を供給していたと忠われる製鉄遺構

が発見されました。後者でlよ製鉄炉、木炭窯、鍛冶工房跡などの遺mがセットとなって良好な
保存状態で残されていました。この時期の製鉄遺跡は、東北地方ではわずかに福島県で発見例

があるだけで、宮城県内では他に例をみません。さらに、国府多賀城に関述する官常的な性格

を有していたとも考えられ、学術的にも大変貴重な遺跡であるといえます。

なお、柏木遺跡の発掘調査におきましては、文化庁、県文化財保護謀、東北歴史資料館、多

賀城跡調査研究所、東北福祉大学の芹沢長介先生、東北大学の須藤隆先生をはじめ考古学研究

室の方々、多くの学生や地元のみなさんの御協力を得、持に本市文化財保護委員の鎌田俊昭氏

には調査員として多大の御協力をいただきました。ここに関係者の皆様に対し厚く感謝申しあ

げるとともに、本報告件が広く教育の場や学術研究のために役立つことを願うものであります。

平成元年 3月

多賀城市埋蔵文化財調査センター

所長名取恒郎
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1.本替は、昭和62年度の国庫補助事業として実施した柏木遺跡 .A地区(製鉄遺構関連分)

の調査結果をまとめたものである。

本書の執筆・編集は、石川俊英、相沢清利が担当した。2. 

本調査の概要については、現地説明会資料、概報等において一部公表されているが、本書3. 

がこれに優先するものである。

4.本書中における各遺構 ・遺物の略号は次の通りである。

SXーその他SK一土拡、SDー溝跡、S 1一竪穴住居跡、SWー製錬炉、

]-鉄津Fー炉壁、B-焼土、S-li'葉、

5.本書挿図中の水糸レベルは、標高値を示しでいる。

調査区の実測基準線は、国家座標の方位をと っている。

炉材粘土の耐火度測定は、 川鉄テクノリサーチ株式会社、総括技術室に、木炭の樹種同定

6. 

7 

調査については、嶋倉己三郎氏に、鉄浮の分析調査については鴇田勝彦氏にそれぞれ依頼し

寄稿していただいた。(Uに所収)。

(小山正忠、 竹原秀雄:1976) を使用した。r新版標準土色帖』本書の土色については、8. 

調査、整理に関する諸記録および出土遺物は、多賀城市埋蔵文化財調査センターが一括保

止
巾イ本フkJ主調

存している。

9. 

社会教育諜文化財保護係(宮城県多賀城市中央2丁目27番 1号)0多賀城市教育委員会

卓滝口師技名取恒郎社会教育課長

柏原靖史事主高倉敏明文化財保護係長

(宮城県多賀城市中央2丁目27番1号)0多賀城市埋蔵文化財調査センター

相沢清利敬石本千葉孝弥

滝川ちかこ

石川俊英

鈴木久夫

喜市

託

技

嘱

名取恒郎 (兼務)

高倉敏明( ~ ) 

長

査

所

主



調 査 要項
<柏木遺跡>

1. 遺跡所在地:宮城県多賀城市大代5丁目 1番 1号他

2. 調査期間 :昭和62年8月17日~昭和63年3月31日

3. 調査面積 : 4，OOOm' (対車面積12，OOOm')

4. 調査員:鎌田俊昭、藤村新一、横山裕平 (石器文化談話会) 山田しよう、森嶋秀一、桜

井美枝(東北大学大学院)

5. 調査参加者菊池盤、熊谷信一、芳賀英実 横地側、加藤勝仁、風間栄一、辻史郎、 飯

坂正弘、西山伸一(早稲田大学)、木村有紀、亀田直美(早稲田大学大学院)、下平博行、

伊藤慎二(国学院大学)、野中修二、栗原伸好、酒井直樹(帝京大学)、新野一治、千田祐

美恵(東北桶祉大学) 他、多賀城市大代 ・笠神地区、七ケ浜町のみなさん72名

6. 遺物整理:佐藤悦子、柏倉霜代、須藤美智子、熊谷純子、黒田啓子

7. 調査協力:文化庁、宮城県教育庁文化財保護課、東北歴史資料館、宮城県多賀城跡調査研

究所、仙台市教育委員会文化財謀、東北大学文学部考古学研究室、石器文化談話会、大和団地

株式会社、丸信建設株式会社

8. 発掘調査から報告書作成まで下記の諸氏、諸機関から御教示、御協力いただいた。

芹沢長介(東北福祉大学教授)、須藤隆(東北大学文学部助教授)、中川久夫(東北大学

理学部教授)、槽崎彰一(名古屋大学教授)、岡田康吉(東北大学助教授)、小林達雄(国

学院大学教授)、木村英明(札幌大学教授)、柳田俊雄 (郡山女子短大助教授)、山田一郎(東

北大学農学部)、松村恵司、佐藤信(文化庁)、葉賀七三男(日本産業技術史学会)、志村

宗昭(金属材料研究室)、穴揮義功、大津正己(たたら研究会)、石田琢二(仙台二高)、

佐瀬隆(盛岡問高)、鴇田勝彦(古川工業)、渡辺泰伸(仙台育英学園)、進雌秋縁、加藤道

男、斉藤吉弘、佐藤則之、千葉保、柳沢和明(宮城県教育庁文化財保積諜)、桑原滋郎、白

鳥良一、高野芳宏、古川雅清、丹羽茂、後藤秀一(富城県多賀城跡制査研究所)、藤沼邦彦

村山紙夫、小弁川和夫、佐々木常人、吉沢幹夫、笠原信男(東北歴史資料館)、田中則和、

佐々木和博(仙台市博物館)、加藤稔(山形県立博物館)、藤原妃敏(福島県立博物館)、

金森安孝、平開発輔、佐藤淳(仙台市文化財諜)、寺島文隆、安田稔、飯村均、吉田秀享、

新堀昭宏 (福島県文化センター)、萩原恭一、小林信一 (千葉県文化財センター)、舘野孝、

新弁真博 (東京都埋文センター)、高橋一夫(埼玉県埋文事業団)、関滑 (富山県埋文セン

ター)、梶原洋、会田容弘、佐久間光平、仙庭伸久 (東北大学考古学研究室)、長崎潤一、

橋本博文(早稲田大学文化財調査室)、窪田蔵郎

A.Pデイレピヤンコ、 R.Sワシリェフスキー(ソピエト科学アカデミー) (順不同)
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L 柏木遺跡の立地と環境
柏木遺跡は、多賀城市大代5丁目に所在する。本遺跡が立地している丘陵は、松島丘陵より

派生してきた小起状低丘陵であり、新第三紀に形成された砂岩、及び凝灰岩質砂岩によって形

成されている。

本遺跡の周辺には、各時代にわたり多くの遺跡が所在している。主なものをあげれば、縄文

時代では、大木式の標式遺跡である国指定史跡大木囲貝塚、他に左道貝塚、鬼ノ神貝塚などが

知られている。弥生時代のものでは、 「籾痕のある土器J で著名な桝形囲貝塚がある。古墳時

代のものでは、本遺跡の立地する丘陵の斜面を利用して、大代横穴古墳群、桝形横穴古墳群、

砂山横穴古墳群、薬師横穴古墳群などの多くの横穴古墳が造嘗されている。さらに奈良 ・平

安時代には、本遺跡の南側に広がる沖積地に、 東原遺跡、西原遺跡、元舟場遺跡、大代遺跡が

所在しているが、発掘調査がほとんど実施されていないことや、遺跡が煙滅するなどして、その

所産、内容については不明なものが多い。以上のように本遺跡の周辺は古くから人間が居住す

る生活環境に適していたものと思われる。

ll. 調査に至る経緯
本調査については、昭和61年4月に本遺跡を含む周辺の宅地造成工事が大和団地株式会社よ

り提示されたため、本件開発計画について協議を行った。当該地については、昭和54年度の分

布調査による土器片と鉄棒が若干採集されていただけで、遺跡の性格や範囲が全く不明であっ

たため、昭和61年5月に再び現地踏査を行った。その結果、丘陵斜面部の10ケ所の地点で土師

器、須恵器、鉄津を採集することができ製鉄に関連する遺構の存在が予想された。この成果を

もとに対政となった開発区域は約4万ばと広大な面積であるため、沖積地、丘陵地に分けて試

掘調査を実施することとなった。沖積地は、周年8月に行ったが純文土器、炉壁片が若干出土

しただけで製鉄に関連する遺構は検出できなかった。そこで、沖積地と丘陵部を工区分けして、

丘陵部については、発掘調査を実施することで了承を得た。丘陵部の試掘調査は、昭和62年6

月に行い製鉄炉、木炭窯を発見した。製鉄に関連する遺構、遺物が顕著に認められたため、申

請者と再度協議を行い、本調査について全面的な協力が得られた。よって昭和62年8月17日よ

り調査を実施した。
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皿. 調査方法と経過

今回の発掘調査は、昭和62年6月に行った試掘調査の成果をもとに丘陵斜面部約2500m'を対

象とした。発掘基準線は、国家産標の方位をとっており、東西基準線Nー01と南北基準線D-

aの交点は、 x:ー198，600.000、y: + 18，300.000である。この基準線をもとにして、開発

対象区域内を一辺3mのグリットで区画した。各グリットの呼称は第11図のとおりである。

本調査は、 8月17日より開始した。はじめに重機 ・入手による表土剥ぎを行った後 (9月20

日)、東側丘陵斜面部の遺構検出作業に入り 1. 2号木炭窯を発見する。検出時には、尾根に

直交する 3本の溝状プランが窯本体と見られたが、掘り進めるうちに、これらは 2基の本炭窯

に取り付く作業場であることが判明した。また、これとほぼ並行して製鉄炉が存在する上段の

平場の遺構検出も行い炉本体、付属施設等を確認する。炉本体 ・作業場は直接重按関係はない

が、廃浮場の鉄棒層の関係により中央の3号炉が一番新しいことが知られた。

また、前後するが9月中旬頃には、丘陵頂部平担面のL字形試掘トレンチの再調査を石器文

化談話会の協力により実施し、 3層上面・ 5層上面から 1点ずつ、さらに 7層上面から10点の

旧石器を発見した。この調査成果により乙の地区の発掘調査の必要性が高ま った。そこで当埋

文センターでは申請者と協議を行い、急拠旧石器時代の調査を組み入れることとした。そして、

これまで調査を行っていた斜面部をA地区、平担昔日をB地区と呼ぶことにした。

B地区の調査は、 1500m'を対象と し、その内約750m'を調査した。10月1日より重機 ・入手

による表土剥ぎを開始し、 10月12日より 2・3層の精査と基準杭・地区杭の設定をした。順次

4・5・6層と調査を進めいくつか石器が発見された。 10月24日にいたって、 B1区の北東方

向から入る谷頭付近で、それを挟むように数十点の石器が7層上面から出土した。そこで、 B

1 'Bll'CI.Cllの7層上面を精査した結果、 B1 . C 1区を中心に 126点の石器が5ケ

所のまとまりをもって発見された。この内、第5石器集中地点などの23点の石器を脂肪酸分析

用に採取した(11月11日-16日)。また、第1・5石器集中地点を中心に残留磁化測定用の土壌

を採取し (12月10日-16日)、他に土壌分折、プラントオパール用の土壌も採取した。最後に、

7層上面の等高線図、各セクション図、谷地形図を作成し、補足調査を行い12月19日にB地区

の調査を終了した。

一方、 A地区の調査はB地区と並行して行い10月20日より 3-5・6号木炭窯の調査を開始

した。 3-5号木炭窯も付属施設をもち 1・2号木炭窯とほぼ同様の構造をもっていること

が判明した。 1・6号木炭窯の調査が終了したのは11月25日である。製鉄関連遺構はこの間

も継続して調査しており、各炉の作業場、廃浮場に幅30cmの縦横断サプトレンチを入れ、鉄j宰

の堆積状況を確認する。また、 1号炉本体の調査では半地下式竪型炉と呼ばれる構造を呈し



ていることが判明し、炉背に送風施設を伴っていることも確認した。

12月中旬頃からは下段平場の調査にも入った。この平場からは竪穴住居跡3軒、土拡3基、

特殊遺構4基が検出された。 SI02・03竪穴住居跡、西側に隣接して構築されており、鍛治炉、

鍛造剥片が検出されたことから鍛治工房跡と判明した。

第3図調査区全体図

5 
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これまでの調査で、本製鉄遺構は、奈良時代に属し、多賀城跡との関連性を強くもつ本格的

な鉄生産遺構であることがわかり、 古代東北地方の歴史上極めて重要な遺構であることが指摘

されるようにな った。12月2日は県教脊委員会文化財保護課、 12月14日には文化庁記念物謀松

村文部技官の現地視察があり、調査方法、調査期間の延長、遺構の保存等について話し合いを

行った。その結果、調査は1月以降継続して実施し、調査費用は国庫補助事業の経費を投入す

ることになった。

昭和63年度の調査は1月7日より開始した。 1号製錬炉作業場 ・廃津場、 3号製錬炉本体、 2

号製錬炉廃津場、 5104竪穴住居跡、 5K02・03土城、 5D03(A'S)溝跡の調査を引き続

き行う。 1号製錬炉作業場を完掘したと ころ、その東壁ぎわに4号製錬炉を検出した。 4号製

錬炉は半地下式~型炉の形態をとるが、他の炉と比較して小型であった。また、 5 K02・03土

拡については、不整形の土拡が集まったもので、掘り込んでいる基本層の土壌から粘土採掘拡

と考えられた。この頃には本遺跡の遺構の全容が明らかになり、製鉄に関連する施設がコンパ

クトにまとま っていることが判明した(2月中旬)02・3号製錬炉本体についても半地下式竪

型炉とわかり、基本的に 1-3号製錬炉は同じ炉型、付属施設で構成されていることが知られ

た。最後に各炉の平面図、立面図、横断セクション図を作成し、製錬炉についての調査は終了

した(3月中旬)。 この後、遺構の全景写真撮影、地形図作成、整地層の範囲確認などの補足調

査を行い、すべての調査を終了したのは3月31日である。

N.調査成果
A 地区

1 .基本廓位

A地区の地質は丘陵部が風化凝灰岩層で形成され、その聞の

平坊には控色粘土質シル 卜層が厚く地積している。平場の基本

府は以下のように確認された。

cc.m 07地帯、基本H首位

1.灰白色(lOYRJ{)シルト

D.灰鈍色(7.5YRM)シルト 漸移~

m.にぷい怨色(7.5YRU)粘土質シルト 全体に激化している。
N. 明~.Q灰色 ( 5YRJ{) ~ m層に比ベシル トが多〈混じる
V. Iこぶい貧鐙色 (7.5YR~)

VI. Iこぶい錫色(7.5YR%)

W層に比ベシルトが多〈混じる。

I 

u 
6，OOOm 

皿

W 

V 

VI 

W 5，∞ぴ九

咽

ー・ー骨ーーー甲骨---

¥1.灰白色(lOYRM)

11. r.炎策色(5Y%)凝灰岩破砕廓

白色粘土と褐色シルトが互層になる。 第4図 ec.m07地点

基本眉位模式図
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2.製錬炉

製錬炉は4基検出している。4基の炉の位置関係は西から順に 1号、 3号、 2号と直線的に

配置しており、 4号は1号ど3号の聞に位置している。炉の切り合い関係は、 1・2号を 3号

が切っており、炉の中では最も新しい時期にあたる。 1・2号は切り合い関係をもっておらず、

新旧は不明である。また、 4号は 1号によって切られており最も古い時期にあたる。炉の北側

は部分的に整地を行ない、テラス状の平場を造り、付属施設を設けている。炉の南側は作業場

から廃津場へと続いている。

SWOl製錬炉

〔構 造〕円筒形の半地下式竪型炉と呼ばれている形態でゐる。炉前(南側)は、壊されてお

り、全体の形状はとどめていない。内径70cmX70cm(推定)、深さは].05mを計る。炉壁は、炉

背東側上端にわずかに残存しているのみで、他は上半が掘り方埋土、下半は岩盤が露出してい

る。炉背上端は浅い窪みとなっており長さ60cmの板状礁が横位に据えられている。炉内土佐積

土中からは、多量の大小磯が南側から流れ込んだ状況で出土している。この礁の中には、直接

火を受けたものや鉄棒が付着しているものが見られる。

〔付属施設〕上部平場には他の炉と同様に方形の掘り込み2基(長辺1.0m、短辺0.9m、深さ

20-50cm)が配置されている。炉の中軸線上には、径20cm奥行き20cmの横穴状ピットがある。

さらにその上部は一段高く、テラス状の平坦面があり、その際には、幅30-50畑、深さ10-50

cmの溝がコの字型に巡っている。

炉の南側の作業場は、長辺約3m、短辺約2.5m、深さ約0.6m-1mを計る。それより南

側には廃津場が扇状に広がっている。作業場内堆積土は下層ほど水平に堆積するが、上層にな

るにつれて南から北へと傾斜している。土層は上層がシルトを中心としているが、下層lま細か

い鉄浮を含み、踏みかためられている。

〔遺物〕鉄棒、送風管、炉壁、砂鉄、土師器饗、須恵器費、礁が出土している。

SW02製錬炉

〔構 造〕円筒形の半地下式竪形炉の形態をとる。炉前は壊されており径55cmX50叩以上、深

さ約1mを計る。掘り方は90cmX80叩を計る方形である。掘り方埋土には、賞控色シルトに凝

灰岩プロックと礁を埋め込んでいる。炉壁Ij:炉西半に比較的良〈残っており、内側より酸化面

→還元面→酸化面がが上半に確認できた。炉下半は獲灰岩の地山が露出しており、さほど火熱

を受けた痕跡は認められない。炉背は礁を埋め込みゃやくぽませ段を付けている。

炉内埋土は、炉前作業場より一連に流れこんだ様になっており、鉄棒廊→整地層→鉄津層の

11頂に堆積している。また、2層堆積土中には円礁が集中して検出されている。
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土層註記

SWO 1製錬炉

① 縄色(7.5YRY.) シルト 給佳{ll.

③ tこJ:い貧燈色(10YR}{) Lまりあり

③ 灰褐色(7.5YRJi) - 虫理土給量含むしま0あり

@ 暗縄色(10YRJi) 

1 暗縄色(7.5Y R Ji) . ~Jtの焼土、鉄淳、右を含む

Z 褐色(IOYRY.) - 焼土絵、厳灰岩プロック含有

3 I ~ぷい賞尚色(IOY R Y.) ・ ・

4 灰貴州色(IOYR Ji) ・ 燐土、炉廷を含む

6 11¥網色(I0YR}i) 

7 /，¥¥ I!(IOY R‘!1) 

S 明何色(7.5YR H) 

9 時褐色(I0YR y.) 

10 鳳色(IOYR・5イ}

本h持層高t灰~ブロ γ タを含む

縦、風化凝灰忠ブロ γ7ifl入府

木炭層風化事f~~昔、結土を含む

燦I~た紡土層、邸〈しまっている

結士.凝灰岩プロックを含む

ホlJt膚.~鹿山土を含む

11 I~ぷいttli色(I0Y R~) 紘土賞、焼土木炭放を含む

12. 縄灰色(I0YR}() シルト、処土、木炭、地山総量含む

12b 総灰色(IOYR)!) 4占土賞、地山総量~.に含む

13 灰貧褐色(IOYRH) - 勉llJ訟、本』障を含む

14 にぶい貧彼色(lOYR Ji) 4・ 白色土位、木』障を含む

15 灰白色(I0YRU) . 般化鉄魔を含む
16 赤灰色(2.5YR}() . 賞俊色、土プロッ7を古む
17・ 褐灰色(5Y R)!) . 賞m色土、木~を含む
17b li.l</，民色(lOR}() . 磁化鉄砲を含む
J8a 時総灰色(2.5YR'O . 続::t:稔.d量化鉄を含む
18b 灰赤色(2.SYRK) 

J8c 時赤制色(I0R}i) 

19 時制色(I0YR y.) . ，j、紙鉄湖、焼士総少Jt含む

20 時制色(IOYRY.) 

21 16 f'!(IOY R Y.) 

22 時縄色(IOYRY.) •• IJ、t.Q.鉄滞t植物線を含む

z3 時縄色(I0YR}i) - 下on事〈の鉄F撃を宮c.. 

z4 笹時IJ.側色(5Y R y.) 鉄棒膚.'J、総である

zs i&¥褐色(5Y RX) シルト、焼土.本焼事立を書む

26 編時赤尚色(5Y R}i) 

27 /，¥¥褐色(5Y R}i) . 膏灰色給土を含む

z8 ・膏赤尚色(2.5YR}i) シルト 焼土.本艇を宮む

29 にぷい岩手褐色(2.5YR Y.) 

30 縄灰色(5YR}()

31 明み渇色(5Y RH) 

32 鳳褐色(7.SYR}i) 

33 貧褐色(IOYRH) 

34 時縄色(7.SY R H) 

35 時赤褐色(lOYR}i) 

36 時制色(7.5YRH) 

37 時尚色(1.5YR}i) 

- 焼ょt、本S闘を含む

鉄I事嶋、木縦、焼土量含む

シルト ・ ・ 農地層

鉄骨事層上層鉄神より六段である

鉄海層よ衡に鍵lilllOを明〈

- シルト土世下部に含む

シルト、鉄織を多量に合む

イ にぷい貿惚色(lOYR}i) 鉄i'I!綱 ('J、絃)

ロ 時褐色(IOYRY.) - イより宇や大FぃD:滞

ハ 鳳縄色(7.5Y R}i) 

ー

炉背1号施設

I 黒褐色(7.5YR}i) 給土質シルト.カーボン、岩績を含む

2 i&¥褐色(2.SYRX) 集土倉む

3 灰白色(IOYR}i) シルト、カーボン、t:tt含む

にぷい貨健色(IOYR}i) 

5 庚白色(IOYR}() 

6 1~J:い俊色(1.5Y R}{) ，占土質シルト、カーボンを含み、厳!tl.Tいる

7 IJt 色(1.SYR}() シルト、粘憶がややあり、カーボン含む

炉背2号施設

1 褐灰色(7.5YR}{) 砂賞シルト、カーボン、総粒プロックを含む

2 明純灰色(7.5YR}() シルト、岩総量含む

(7 .5Y R}i) 

4 褐灰色(IOYR)!) 結土質シルト、カーボンを含み般化Lている

13 
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第9図 SWOl製錬炉付属施設

〔付属施設〕上部平場には他の炉と同様に、炉本体を中心として左右対称に長軸1.1-1.25m、

短軸O.6-0.7mの方形の掘り込みがある。これらの断面形を通してみると、両端がほぼ直角に

近く立ち上がるのに対して、中央はゆるやかに立ち上がってくる。深さは、最大深で約 O.5m

を計る。炉の中軸線上には、径30cm、奥行き12cmの横穴状ピットがある。また、これらを囲む

ようにして幅15cm-30cm、深さ10cm-20cmの溝がコの字型に巡っている。

炉前の作業場は長辺約2.5m、短辺約2mで、深さ20cm-80cmを計る。この作業場のほぼ中央

には幅20cm-60cm、深さ 5cm-20cmの溝が取り付き、西側へやや蛇行しながら南へと延びでい

る。

廃津場は整地層 (10層)が露出しでおり、鉄浮の集積はみられなかった。

〔遺物〕作業場、廃津場の堆積土中から、鉄淳、 炉壁、送風管、羽口、土師器饗、須恵器警

が出土しているが、他の 1・3号炉に比べて非常に少ないのが特徴である

SW03製錬炉

〔構造〕他の炉と同様半地下式竪型炉である。確認面で炉内径が40X50師、深さ約1mを計

る。炉壁はスサ入り粘土で作られており、少なくとも 3枚の重なりが確認できる。これらは、

炉の上主幹部に残存しており下半部は掘り方埋土が露出している。炉背部には、長楕円形の貫通

孔か溜められ、炉内には送風管カザ壁に付着したまま、ずり落ちた形で検出している。炉前の

両側には50cm程の細長い石が立てられており、それを囲むようにして礁が横位に据えられてい

る。また周辺にも10-20cm大の礁が散乱していた。
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〔付属施設〕上部平場には製錬炉を中心として左右対象に

長軸1.1m、短軸O.9m、深さ 5-40cmを計る方形の掘り込

みがある。この掘り込みの両端には柱穴が配置されている。

また、これらを囲むようにして幅約20cm、深さ約5-10cm 

の周溝が巡っている。

炉の南側には、長辺4.5m、短辺2.5m、深さ約80cmを計

る作業場が配置されている。この作業場南辺のほぼ中央に

は幅O.5-1m、深さ 5-40cmの溝が取り付き南方へ延びて

いる。長さは約4mまで検出している。また、作業場内の

炉前には長軸1.2m、短軸1mを計る惰円形の掘り込みがあ

り、西側にはカマドのソデに似た高まりが付いている。

〔遺物〕作業場内の堆積土、各層から多量の鉄棒、炉壁、

砂鉄、送風管、土師器饗がある。溝にも多量の鉄浮が充填

されていた。

SW04製錬炉

〔構造〕他の炉と比較すると小型であるが同じ半地下式

竪形炉の形態をとる。炉内径が38X40cm、深さは60cmを計

る。掘り方底面上には厚さ20cm程に焼土と木炭の混じっと

黒褐色シルトを敷きつめでいる。炉前には粘土を用いて浅

い溝を造っており、湯口と考えられる。炉内壁は赤指色を

呈しており酸化している。環元面はみられない。

〔付属施設〕炉前に長さ40cm、幅30cm、深さ 5-8cmの浅

い謹みを造っているが、他については 1・3号製錬炉作業

場に懐されており不明である。

〔遺 物〕炉内堆積土中より土師器費、炉壁片、鉄津が出

土している。
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SW02製錬炉

土層註記

トー

① にぷい貧縄色(10YR %) シルト 黄色土粒を含む 1 h 木炭層

トλ /~~ ¥J/rhU切 :@ 。 (lOY R %) 。 ~ 1 i 業灰色(2.5Y%) シルト、焼土焼炉笠木炭を含む

@ 。 (10Y R %) ク 。木炭酸化欽を含む 1 j にぷい黄色(Z.5Y;{) 。焼土の混入層
i 

@ ~ (10Y R U) 4砂 木炭を含む lk 黒色(2.5Y7() a旨 上層は焼土、炉鐙 旬、
-----えと¥¥く 日へi // 7 1 A "'-ta / 

@ 縄灰色(10YR;() 粘土質 1 I にぷい赤褐色(5Y R y.) 焼土

1 a 灰策褐色(10YR Y2) シルト 1 m Itg.縄色(7.5YR%) シルト

.-'一一「一J ~・

根(/ 
、

1 b 桜色(2.5Y%) 燦土主体の層 1 n にぷい赤褐色(5Y R y.) ~ t 庖と類似、木炭~含む

1c ぞP ~ シルト、焼土の混入層、木炭を含む 10 にぷい賞授色(lOYR %) ~ d===--==-=-==--=Z 。f、~/IJf i~ 荏) + 
1 d ，二ぷい黄綬色(10YR%) ~ 焼土、木炭を含む 2 にぷい黄色(Z.5Y%) 。木炭若手を含む / 

調 j
le にぷい黄色(Z.5Y%) 。 3 黒色(10YR I・}{) 木炭層

1f 灰錫色(5Y R%) 。 炉壁片を含む 4 掲灰色(7.5YR}i') シルト、木炭片、焼土を含む

19 にぶい貧色(2.5YM) ~ 焼土粒、木炭を含む 5 燈色(7.5YR%) 焼土と木炭を含む

αド 9.600m

6 にぷい黄綬色(10YRM) シルト、白色土と木炭を含む

木炭と地山プロックを含む

10a 褐灰色(7.5YR}i') 

10b 灰白色(10YR J{) 

シルト、地山土、鉄京事木炭を含む

7 議褐色(10YR J<) 粘土質炉内に貼った地山土

8a にぷい賞後色(lOYRJO ~ ~ " lOc にぶいす、縄色(5Y R y.) シルト、木炭、鉄j率、焼土を含む

8b 紫色(lOYR 70 

8c 淡黄色(5Y %) 

8d オリーブ黄色(5Y %) 

8e 灰褐色(7.5YRM) 

木炭層

炉墜片

10d 掲灰色(5Y R}i') 

10e 緑灰色(7.5G y;() 

今 。~ ~ 

木炭、焼土、環元炉墜片のl頓に堆積 ____，α' 

シルト、炉髭片 11 にぶい策・綬色(10YR %) シルト、整地層

。 焼土を含む 12 黒褐色(10YR70 

13 灰白色(lOYR J{) 

。 木炭混入層
第11図 SW02製錬炉および付属施設

8 r にぷい賞授色(10YR;{) 

8g にぶい鐙色(5Y R%) 

9 にぶい~筏色 (10Y R y.) 

。 木炭、地山土含む量産地層

。 焼土焼、木炭を多量に含む

粘土質

14 ，こぶい策燈色(lOYR M) シルト、炭化物、業色、白色土粘を含む

。 聖護地層 15 i受賞色(5Yχ) 粘土質 φ 。 ~ 

16 にぷい黄色(2.5Y%) シルト、木炭、焼土粒を含む 17・18
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炉前セクション

炉内ヱレベーション

e 1;:-10.ωゅID --i e' 

蕊総応機
炉背 1号炉背付属付投

d' d 

炉背1.2号炉背付属施設

f 

吋 g'g..... 10.0∞m 

2m 

炉背2号炉背付属施段。湯業作

シルト、*政敵滋IJ<縫を含む

e ・を含む
・ ・3費色土マンガン告会む
・白色地山土世会むautしている
裕士賞木S障を含む

給よ小プロヲク4占土量含む

シルト、①と，.似. 

1・2号付属施設

灰貧網色(IOYRH) 

灰白色(Sy3()

・(IOYR J{) 

- 木炭若干とマンガン粧を含む

・貧色土総量含む

絡土賞、木炭を含む

尚灰色(I0YR H) 

灰白色(10YRKl 

灰Jt褐色(I0YRH) 

にぷい賞抱色(10YRU)

灰白色(5YU) 

灰オリープ色(5YH)

灰色(5YK)

縄灰色(IOYRK)

シルト、木炭層を下部に含む

シルト、白色土プロッタを宮む

1

2

3

4

5

①

②

③

@

⑤

⑥

⑦

 

SW02製錬炉

土層註記

シルト、木炭白色土を含む灰白色(10YR H) A 

量生自事濁

にJ:い賞III色(JOYR y.) 

によい赤褐色(2SYR Y.) 

灰内色(JOYRH) 

B 

c 

D 

白色土佐を含むにぷい賞位色(JOYR}i) E 

本~.. . 色(I0YRド予イ}F 

シルト、本演を含むにぷい賀補色(10YR.Ji) 

尚灰色(7.5Y R)() b 

SW02製錬炉および付属施設セクション図

."方忽土

第13図

にぷい賞11色(I0YRH) イ
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粘土質シルト、制かい鉄浮を多量に含む

地山プロ γ夕、鉄浮を含む

畿地府

焼土、炭化物、鉄津を少量含む

燐土、炭化物、鉄滞を含む

シルト、木炭粧を含む

盤地層

木炭府

シルト

.. 

.. 

.. 

色(7.5YR~)

織鈍色(7.5YR%)

r受賞但色(lOYn~) 

にぷいJt?~色(lOY R y.) 

灰褐色(7.5YR~) 

色(7.5YR-'1) 

褐灰色(lOYR}() 

色(lOYR~) 

色(lOYR 1.7 ) 

掲

灰

1.1! 

m 

C 2b 

C 1 a 

C 1 b 

C 2 c 

C 2a 

① 

③ 

A 

8 

シルト 木炭、焼土粒を含む

木炭、銃土粧を多量に含む

焼土粒を多く含む

続土粒を多量に含む

木炭、焼土粧を含む

木炭、焼土草立を含む

.. 

.. 

'" 

" 

Sヤ

1， 

宅診

.. 

'1 

SW03製錬炉

にぷい糞笹色(lOYRU) 

φ 

(5YR70 

(10Y R M) 

色(7.5Y R ~{) 

縄灰色(7.5Y R}() 

渇灰色(lOYR}i') 

思i.l!色(10YR)() 

織褐色(5Y R7{) 

:思

時褐色(10YR]1) 

.. 

土層註記

4シ

.. 

2 

3 

10 

5 

6 

8 

9 

4 

7 

目
。
。匂，
m
山
ム

己
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Cc 
illOl十

'0トー

シルト、地山プロッ夕、木炭粒を含む

シルト、池山、木炭、焼土、鉄浮枝を含む

1， i也山、木炭車立を含む

鉄j事柄

池山プロ γ夕、炭化物殺を含む

約 1cm大の鉄i*~

。

約 2聞大の鉄i宰層

シルト、鉄棒を含む

箆地JO

φ 

.. 

明赤灰色(10RJ{) 

浅黄信色(lOYRM) 

?.13 

にぶいstf.ij色(lOYR y.) 

日昔赤褐色(7.5YRX) 

にAごいfH.ij色(10YR X) 

色(10YR y.) 

色(7.5Y R y.) 

(10Y R]1) 

時制色(lOYR~) 

.. 

色(lOYR~) 

4シ

C 2d 

術

。

得

C 2 e 

r、

ト

チ

，、

ホ

ロ

D 

イ

木炭、焼土粒を若干含む

木炭、焼土粒を多1量に含む

4シ

.. 

細かい鉄j宰を多盆に含む

細かい欽・1撃を多:Iitに含む

木炭粒を若手含む

鉄F事を多量に含む

木炭粒を若干含む

鉄1撃を多盆に含む

シル ト、焼土粒 を含む

.. 

.. 

シルト

.. 

.. 

.. 

4シ

.. 

。

.. 

.. 

.. 

ゐ

.. 

.. 

色(7.5Y R y.) 

にぷい黄信色(10YR]1) 

褐

にぷい黄綬色(10YR U) 

にぷい赤褐色(5Y R%) 

にぷい赤縄色(5Y R~) 

(7.5Y R~) 

(7 .5Y R y.) 

時褐色(7.5YRYc)

!1lI褐色(7.5Y R %) 

色(7.5Y R-'1') 

黒褐色(7.5YR%)

黒褐色(7.5YRX)

禍灰色(10YR}() 

色(lOYR Yc) 

.. 

色(5Y R，%) 

内
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燦土粧を若干含む粘土質シル ト黒褐色(lOYR%) @ 

? 2m 
___...J 

21・22

SW03製錬炉および付属施設第14図

地山粒を含む

焼土、炭化物粧を務二子会む

シルト

粘土質シルト

灰褐色(7.5YR~) 

黒褐色(7.5YR%)

@ 

@ 
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第15図 SW03製錬炉
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o 50cm 

SW03製錬炉立面図(炉内)
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SW03製錬炉炉内横断面図



bt・9，700m b' 
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h炉9，800司 h'

作業場
緑
川

WI-9，800m →E 

炉背1.2号胞絞エレベーション(東西)

f i-9.900m 76 .... f' 
一← 511

~L \'叫ィ予デヨ~
~ 8 -___ 点滅捻沿泌総

数烈烈総蕊線終蕊~

伽~会議
炉背2号施設(東西)

炉背1号絡股(東西)

c←-9.000m -i C' 

g←9.900m ....g' eぃ9.900m~司e'

v一寸τコ~
護対尽照穏蕊穂蕊蕊蕊ぶ

炉背2号施設(南北)

炉背1号施股(南北) 炉前エレベーション

。 2m 

土層註記

周構

炉背1号施設

8 掲灰色(7.5YR)() シルト 本』民総.焼土微量含む

9 g;，縄色(7.5YRH) しまりがあり硬い土

炉背2号施設

1 灰貧肉色(IOYRH) シルト Jt山プロックを多量に古む

. (IOYRHl しま りがhりかたい土

3 絡灰色(I0YR)() 4占よ慣シルト

1 灰賃制色(IOYRH)砂質シルト

i 織縄色(7.5YR.J{) シルト 木炭訟を含む

2 灰尚色(7.5YRH) • lJt土松.木炭粧を吉む

3 縄灰色(7.5YR，Ji')

4 にぷい貧也(I0YR，U) シルト Jt山プロヲ?を多S置に含む

6 (t.侵色(I0R，，) 浪士綿

7 灰旗色(IORH) シルト よ層の影鳴で赤味をおびる

第16図 SW03製錬炉付属施設
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平面図

i 
..c 

a.... 9.700m →a' 

SW04製錬炉

土層註記

織尚色(7.5YRK) 織かい鉄骨耐と繍尚色企ルトが混!:?合うJ膚.

しまり枯位とも♀ L
2 織 色(10YR" ) 木炭片混じOの土が主体であるが細かい鉄滞と

焼主総も含む

3 /1;¥褐色(7.5Y R Ji) シルト地山紘と本炭鉱を古む

※アミ It酸化筒

、。T

鳳色(IOYRK) 木炭片と銚土設が主体の婚

4 Ja¥ 色(I0YRK) 水減片が主体の土であるが鍵土プロ γク溢も含む 9 繊締色(7.SY R Ji) 

、

野
幽
柄
品
』

，
F
O
〉
〉

ω
、

l
よ
D セクション図

9.600m→ 

。 50cm 
立面図

黒色(I0YRK) 木股片が主体で品るが燐主位も混じる

時制色(7.SY R Ji) シルト ボ悦片と焼土微を含む

8 黒河色(7.SY R Ji) 

木炭総量含む

10 にぷい褐色(7.SYRJi) 

第17図 SW04製錬炉

JJ 縄色(7.SYR)i) 

細かい鉄湾、木』員総.地山

"を宮む・ {しまqに欠ける}

3 .木炭窯

木炭窯は3基の製鉄炉をはさみ込むように、舌状に張り出す丘陵部東側に 5基、西側に 1基

存者Eする。形態的に見ると、 1号 ・2号木炭窯のように一つの前庭部を共有するもの、 3号 ・

4号 ・5号木炭窯に見られるように3基の木炭窯が一つの前庭部を共有しているもの、単独で

25 
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存在する 6号木炭窯など3タイプがある。更に、 4号 .6号木炭窯を除いては、炭化室に付属

施設と して作業場が取り付いている。構造については、天弁が崩落しないで当時の様子をとど

めている 5号木炭議、更に、 2号 ・3号木炭窯のあり方から地下式の木炭窯と理解できる。6

号木炭窯については、場所、形態などが若干異なる面が見られるが、同様の構造をとっていた

ものと考えられる。

1・2号木炭窯

丘陵部東側に位置する。窯本体の方向は、 l号iま北側、 2号は南側に延びている。

〔煙道J 1号木炭窯で確認された。炭化室の先端部より南側に延びる。煙道の先には長径

1.4m X短径0.5mの長楕円形状の土拡に煙出しが伴っている。壁は黒色化して硬い。

〔炭化室〕 いずれも平面形は先端がすぽまる長方形を呈する。壁はほぼ垂直気味に立ち上

がり、壁面は赤化している。床面も同械に黒色化して硬い。焚口部よりそれぞれ約16・、 12・の

傾斜をもって立ち上がっている。

〔焚口部) 1号木炭窯については、炭化室との境が若手くびれて前庭部に続く。壁は赤化

している。

〔前庭部〕 焚口部付近は丸みを帯びた不整形を呈する。炭化室と交差するように作られて

いる。西側は削平を受け大きく削られている。

〔中軸線の方向) 1号木炭窯N-21・-E、2号木炭窯S-15' -w 
〔付属施設J 1号 ・2号木炭窯の炭化室に取り付いている。平面形はいずれも方形状であ

る。 l号木炭識の作業場は炭化室に連結する部分がすぽまる形態となっている。これに対して2

号木炭窯にはトンネJレ状の穴か雅認されている。床面は平坦面を呈している。壁は垂直に立ち

上がり、辿結部に近いほど黒色化している。

〔規模) 1号木炭窯 ・奥行き7.64m (付属施設 ・奥行き2.11m、上幅0.8-1.1m)

2号木炭窯 ・奥行き7.32m、よ幅0.4-0.8m(付属施設 ・奥行き4.63m、上幅0.53-1.78m・前

庭部奥壁まで7.3m、上幅0.74m)

3・4. 5号木炭窯

調査区東側丘陵部の奥まった場所にめる。操業は前庭部に堆積した木炭層の層序により、 4

号木炭窯が一番新しいことが判明した。

〔煙道) 4号・ 5号木炭窯で確認されている。 4号木炭窯は中軸線よりやや北側に位置す

る。炭化室の奥壁よりほぼ垂直に掘り込みを行ない、円形状の煙道が炭化室の外を上に延びて

いる。壁は黒色化及び赤化して硬い。 5号木炭窯は奥壁より右脇に取り付く 。煙出し地点には、

約3.5mX 1.5mの掘り方状の施設を伴っている。

〔炭化室) 3号木炭窯は方形、 4号木炭窯は長方形、 5号木炭窯は先端がすぽまる細長い長
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方形を呈する。壁はいずれも垂直気味に立ち上がり、壁面は赤化している。床面は黒色化して

硬い。傾斜角度は焚口部よりそれぞれ 8
0

、18
0

、12
0

を計る。なお、 4号木炭窯には周溝が

巡っている。

〔焚口部〕 操業時で一番新しい 4号窯についてみれば、炭化室より一段低いレベルにある。

〔前庭部〕 平面形は方形状を呈する。灰層が厚く堆積し、その上層には崩壊土、整地層が

ある。西側部分については削平で大きく削られている。壁は垂直気味に立ち上がり、床面より

溝状の落ち込みが認められる。壁際には上屋を支えたと思われるピットがある。

〔中軸線の方向) 3号木炭窯・S-5t-E、 4号木炭窯・N-9ぴ-E、5号木炭窯 .N -3!)-E 

〔付属施設) 3号 ・5号木炭窯に取り付いている。平面形は方形状を呈している。いずれ

もトンネル状の穴が3号には2ケ所、5号には1ケ所認められる。壁は垂直気味に立ちよがり、

床面は3号木炭窯についてはすり鉢状を呈するが、5号木炭窯は平坦面を呈する。

〔規模) 3号木炭窯 ・奥行き 7.5m、幅1-1.35m (付属施設 ・奥行き3.8m、上幅1.1

-1. 73m)、4号木炭窯・奥行き 4.2m、幅1.2-1. 4m、5号木炭窯 ・奥行き 8.2m以上、幅

90cm (付属施設・奥行き5.7m、幅1.1-1.4)

fト lO.400m -if・

第22図 3-5号木炭窯前庭部セクション図

6号木炭窯

調査区西側丘陵部に位置する。削平のための炭化室及び前庭部は失われている。

{炭化室〕 平面形は先端が丸みを持つ長方形を呈している。壁はほぼ垂直気味に立ち上が

り、壁面は赤化している。床面は平坦で黒色化して硬い。焚口部より北側に向いており、約16
0

の傾斜をもって立ち立がっている。

〔焚口部〕 床面がわずかに下がるだけである。炭化室との境はいくぶん狭くなっている。

〔前庭部〕 平面形は長方形を呈し、両隅は角張っている。壁はほぼ垂直に立ち上がり、床

面はすり鉢状を呈する。

35 



〔中軸線の方向) N-U
o 
-E 

〔規模〕 炭化室は焚口部より奥壁まで4.05m、幅l.O-1.64m、前庭部は3.08mX0.48-

1.47mを計る。

J
E
g∞.由

帽よ

4.竪穴住居跡

S 1 01竪穴住居跡

〔位置 ・平面形 ・規模)

b←5.200m "'b' 

01m  

調査区東側の l

Bh ミミ
十回09

第23図 6号木炭窯平面図 ・セクション図
号 ・2号木炭窯が共有する作業場に隣接して

いる。平面形は、西壁の一部が削平のため失われているが、隅丸方形を呈している。規模は、

長辺4.4mX3.5mである。

〔壁 ・床面 ・施設〕 壁はほぼ垂直に立ち上がり、 O.1l-O.4mを計る。床面は平坦面を呈

し、カマド付近及び南側に焼土の分布が認めちれた。周溝は、幅0.12-0.49m、深さ 4-20cm 

を計る。
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SI 01竪穴住居跡

*~時給地山殺を含む

シルト~鱒色(7.5Y R!i) 

9 /1，貧守備色(10YR!i) 

10 にぷい糞綿(10YRX) 

11 によい貧怨(lOYR%) 

8 灰白色火山灰層

シルトホ炭組、焼土稔を宮む

砂質シルト

土層註記

灰白色(2.5YR.%) 

にぷい貨縄(lOYRX) 

(10Y RY.) 

4・
12 

13 

砂粒を4より多〈含む

シルト

灰縄色(7.5YRY.) 

にぷい絹色(7.5YR%)

6 

5 101竪穴住居跡平面図・セクション図第24図

東壁のやや南側に付設されている。燃焼部と煙道部からなる。燃焼部は床面と〔カマド〕

ほぼ同ーのレベルである。煙道部は長さ約80cm、幅約30cm程度で燃焼部より若干立ち上がって

レンズに埋ま った自然堆積である。最上層は灰白色火山灰の層で、縞状に縫積

いる。

〔地積土〕

37 

わずかに埋土内より鉄浮が数点出土したのみである。

している。

〔出土遺物〕
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S 1 02竪穴住居跡

〔位置 ・平面形 ・規模) S 1 03竪穴住居跡の南側に隣接して検出した。隅丸方形を基調と

していたと思われ、南 ・西辺は削平されている。規模は、北 ・南辺とも約 2.5mまで確認した。

〔壁 ・床面 ・施設〕 住居内は、鍛治炉、ピット、竪穴状の謹みとそれにとり付く溝 (D-

1 )から構成されている。溝は、長さ1.8m、幅25-30cm、j奈さ10-20cmを計る。ピットは、

径40-60cm、深さ20-40叩の不整円形を呈する。鍛治炉は、残存状況が悪く遷元面と酸化面の

みが検出された。還元面の幅は約15cm、酸化面は選元面のまわりを10-20cmの幅をもって巡っ

ている。カマドは検出されなかった。

〔堆積土) 1-3 b層までが比較的良く似た土質であるが、 4層は上層と比べてソフトで

鉄津が多量に混入している。土壌水洗の結果、鍛造剥片82.5g、粒状j宰4.09を検出している。

〔出土遺物〕 北東隅に椀形浮、北壁ぎわに羽口 2点を床面上より検出した。

S 1 03竪穴住居跡

〔位置 ・平面形 ・規模) 6号木炭窯に東側に隣接して検出した。隅丸状の長方形を呈し、

長辺3.5m、短辺約2.5mを計る。南東辺には、 2本の溝状の張り出しが取り付く。

〔壁 ・床面・施設〕 壁は、床面からほぼ垂直に近く立ち上がり、5-40cmを計る。北東壁

ほど保存が良い。床面はほぼ全面に貼り床をしているが、他は地山を床としている。住居のほ

ぼ中央・には、 J享さ 1-2cmの細かい鉄棒の層が分布している。この層を除去したところ床面上

で浅いピットが2基検出された。また、その東側には溝がつくられている。溝の中央には、直

径30cm、深さ約20cmのピットが設けられている。

〔カマド〕 カマドは北壁のほぼ中央に付設されており 、燃焼部と煙道部からなる。燃焼部

床面は若干窪んでおり、さほど火熱を受けた痕跡は認められない。煙道は長さ約90cmあり、深

さ約10cmを計る。

〔雄積土〕 北側から流入した自然堆積土で、床面に近くなるほど木炭を多く含む。最上層

( 1層)には灰白色火山灰のプロックが含まれていた。

〔出土遺物〕 溝の付属ピット、及び底面から土師器饗2点、西側壁近くには磯が並んで検

出された。その他に、鉄淳、鍛造剥片がある。

S 1 04A竪穴住居跡

〔位置 ・平面形 ・規模) S 1 04B竪穴住居跡と閉じ位置で重接しており 、これよりも古い。

壁はS1 04B竪穴住居跡を構築する際に壊したとみられ周溝のみを検出した。隅丸方形を呈し

長辺約3.5m、短辺2.5mを計る。

〔壁 ・床面・施設〕 住居のほぼ中央ややカマ ド寄り に鍛治炉2基を検出した。 Aの炉底浮

は長だ円形を呈し20X15cm、厚さ 4cmを計る。その周縁には鉄浮と木炭片の混じった層がうす
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土層註記

Pit 3 
1 線褐色(I0YRJi') 

砂質シルト灰白色(lOYR>i) 

シルト 給位強い

細かい鉄揮を含む2 滋賀俊色(10YRJi') 

3 1:ぷい質向色(IOYRJi')

4 灰貨制色(IOYRX)

鍛冶炉

I 11&"灰色(10BC.K) 

木艇を含む

シルト鉄滞と自由遺例目ーを含む

尚灰色(lOYR Ji') 

(lOY R.K) 

(lOY RJi') 

(lOY R.K) 

D-l 
縄灰色(IOYR.K) 

3. 

3b 

39 

シルト 還元土

S 102竪穴住居跡

シルト細かい鉄滞を含む

第25図
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8103竪穴住居跡

土膚註記

1 縄灰色(10YR >i") 

Z 縄灰色(1.5YR H) 

3 明縄灰色(1.5YRJi) 

‘ 灰貨褐色(lOYRH) 
5 1:'"いMII色(10YR Ji) 

6 灰賞褐色(10YRH) 

7 ・(10YRH)
8 ・・
9 灰縄色(7.5YR H) ・木』賢官む
10 崎赤褐色(2.5YR Y.) 鱗鉄白書層

11 にぷい縁側色(Z.5YR Y.)シルト、あまり鉄滞を含ま~い

-・
シルト、本政審平含む

・ .

綱鉄I曹膚

シルト、木~a含む

S 103竪穴住居跡平面図・セクション図第26図
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N総蕊際総暴露 総議
。 2m 

土層註12
① 灰賞色(2.5Y}i) シルト、貼り床

SI 04 A ② にぷい縄色(7.SYRX) 結土質シルト*瞬、健土プロックを多摩に含む

カマド ・煙道 ③州色(Z.5YR.K) ・ 械、縦断的
..( i:重賞色(2.5y}i) シルト、地山鎚を含むかたい土

I 褐灰色{lOYR.Kl ・続土粧を若手合む
・木炭鋭、白色総量含む

周溝
1 灰貧褐色(10YRM) シルト.木炭粧を含む

第27図 S I 04A竪穴住居跡平面図・セクション図

く分布している。 BもAのあり方と基本的には同じで、炉底淳は径15cmの円形を呈し、鉄津と

木炭の層が同心円状に分布している。その東側に接するように床面がかたく焼きしまった商が

見られた。また東壁ぎわには、径約50cmを計る略円形状のピットを 3M検出した。深さはそれ

ぞれ約20cmを計る。周溝は、全体を検出していないが、幅10-20、深さ 5-10を計る。
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① 褐灰色(7.5YRK) シル札木炭粒を含む

③ 織渇色(lOYR~) 給i土質シルト ク

SI 04 B カマド、煙道
1 1こぶい貧筏色(I0YRY.)天井助疲土

z ~暗色(7.5Y R y.) 砂賞、地山小絃を含む

3'  • 木線、焼土総を$-aに含む
4 1.1¥1畠色(7.5YR;i) 木炭、焼土粒を含む

5 褐色(7.5Y R y.) 

6 1ニぷい賞担(7.5YR.l$) . 

7 • (7.5YRJ{) 焼土粧を~.Iitに含む

8 洩演燈(IOYR~) 木炭、焼土絃を含む

9 にぷい黄信(I0YR.l$) 

土層註記

SI 04 B 

l 織尚色(IOYR~) 時渇色の小粧を含む

2 灰白色火山灰 1111'ホ平に縦横するがよごれが綿状に入る

3 1.1¥渇色(lOYR3i) 砂質

4 1こぶい貧褐色(lOYR~) φ 硬く Lまっている

SI 04 A 
①にぷい糞燈色(1OYR.l$) 紡土質シルト 貼り床

② 掲灰色(lOYRK) 木炭層

③ l二ぷい貿信色(I0YR~) 砂質シルト

⑥ e φ シルト‘地山粒と木炭粧を宮む

③縄灰色(IOYR~) シルト、やや結性品。

⑥ 。.・

S I 048竪穴住居跡第28図

42 
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土層註記

I 灰貧褐色(lOYRHl シルト

第29図

-1 a' 

1m 

S KOl土滋平面図・セクション図

〔カマド〕 カマ ドは、北壁のほぼ中央に付設され

ており、燃焼部と煙道部から なる。燃焼部はS1 04A 

の周溝に壊されており一部のみ残存している。

〔堆積土〕 最上層 (①層)がS1 04 B構築時の貼

り床である。床面上には、木炭層 (②層)が薄〈堆積

している。

〔出土遺物〕 ①層よりロクロ未使用の土師器杯2

点(第33図1・2)が出土している。この他に鍛治炉

炉底棒、鉄j宰等がある。

S 1048竪穴住居跡

〔位置 ・平面形 ・規模) S 1 03竪穴住居跡の東側

に隣接して検出した。隅丸状の長方形を呈し、長辺約

5m、短辺約3.8mを計る。

〔壁 ・床面 ・施設〕 壁は、東壁が比較的ゆるやか

に立ち上がるが、他は床面からほぼ垂直に近く立ち上

がる。壁高は10-30佃ある。床面は北東辺を除いでほ

ぼ全面に貼り床を している。ピッ トは周溝ぎわにいく

つか検出しているが全周するものではない。

〔周溝〕 周i曹はカマドを除く住居の壁にそ って巡っている。幅15cm-35側、深さ 2-7cm 

を計る。また、南西附から住居外へと延びている。

〔カマド〕 カマドは北壁のやや東寄りに付設されており、燃焼部と煙道部からなる。燃焼

部内からは須恵器鞭破片、礁が検出された。煙道は基底幅約25cm、長さ1.1mを計り、先端付

近はピット状に窪んでいる。

〔堆積土〕 堆積土中位(2層)に灰白色火山層が約20cmの厚さでみられた。下屑はまじり

けのない一次堆積であるが、上層はよごれが縞状に入る 2次堆積である。

〔出土遺物〕 遺物は床面上より土師器杯 ・費、須恵器杯 ・費、鉄棒、礁が出土している。

5.土拡

S KOl土拡

調査区中央平場のS1 03竪穴住居跡に隣接しで位置する。

〔平面形 ・規模〕 平面形は不整陪円形を呈し、 It.ぼ中央にノj、ピット か官包け られている。規

模は長径約1.15m、短径約0.9mを計る。

43 
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〔壁 ・底面〕 壁 ・底面ともに凹凸が見られ、壁は比較的ゆるやかに立ちあがる。埋土は灰

黄褐色シルトの単層である。

〔出土遺物〕 土師器杯(第33図3)、鉄津が出土している。

S K02土地

調査区中央部平場の北西端に位置する。

〔平面形 ・規模〕 平面形は不整形を呈し、土拡状の掘り込みが5ケ所認められる。南東辺

付近にはSD 03仏)溝跡が取り付く、規模は南北、東西とも約 6mで、深さは30cm-70cmを計る。

〔壁 ・底面〕 壁は北辺付近が垂直に近く立ち上がるが、他は緩やかに傾斜する。底面から

壁下半にかけては基本層位血~町層の粘土質シルトが露出している。

〔出土遺物〕 床面上に堆積する黒色粘土層より土師器饗、須恵器襲、鉄津、炉壁片が出土

している。

S K03土悠

調査区中央部平場の東側に位置する。

〔平面形 ・規模) 平面形は不整形を呈するが、土拡状の掘り込みが4ケ所認められる。規

模は長辺5.6m、短辺2.25mを計る。

〔壁 ・底面〕 壁は底面よりゆるやかに立ち上がるすり鉢状を呈する。底面は粘土層である。

最も南側の土拡には砂鉄が堆積している箇所がある。

〔出土遺物〕 埋土の灰白色火山灰層の下層より、須恵器饗、礁などが出土している。

6.特殊遺構

S XOl特殊遺構

S X04持殊遺構の東側に位置する。平面形は不整方形、断面形は逆台形を呈する。規模は、

長軸1m、短軸90cm、深さ40cmを計る。底面上には約 3cmの厚さで木炭層が堆積し、壁面は赤

く焼けている。

S X02特殊遺構

S K 01土拡の南東に隣接して位置する。平面形は長方形、壁はほぼ垂直に近く立ち上がる。

長軸1.35cm、短軸45cm、深さ40cmを計る。底面上には 6-15cmの厚さで木炭層が堆積し、その

上層ににぶい黄櫨色粘土質シルトが貼られている。さらにその上層にも 4cmの厚さで木炭層が

堆積している。壁はほぼ全面赤化し焼けている。

S X03特殊遺構

調査区東側の一段高いテラス状の小平場に位置し、 S1 01竪穴住居跡の南側に隣接する。平

面形は溝状を呈し長さ 2.5m、|幅0.5-0.9m、深さ10-20cmを計る。東端の奥まった部分が壁、
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SK 0 3土拡

土層註記

粘土質シルト~・燈色土を混入にぷい策褐色(10YR y.) 21 砂質シルト木炭粒を若干含むi培~色 (10Y R y.) 11 シルト府術色(lOYRK) 

E舎を含む。E黒褐色(10YR X) 22 木炭を含む~ 織縄色(10YRJ-O 12 J&山土を含む~ (lOY R 7f) ;; 2 

木炭を含む。貧褐色(10YR X) 23 酸化鉄、マンガン粒を含む。にぷい賞錫色(10YR~) 13 焼土絵を若手会むa砂色(7.5YR I~) Z除3 

φ 灰策総色(lOYR~) 14 火山灰灰白色4 

砂;; ~ 15 組土質シルトしまり強い泉純色(10YRM) 5 

木炭JO色(7.5Y I好)m 16 ~ ~ 今6 

木炭層色(10YR~) m 17 シルト、粘性やゃあり色(lOYR I好)織7 

砂1!tシルトにぷい貧褐色(10YR~) 18 粘土質シルト黒褐色(lOYR 7f) 8 

木炭を含む~ (10Y R %) 今19 木炭を若平含む;; b ;; 9 

45・46

ゐ

SK03土拡平面図・セクション図

4砂策・積色(lOYR%) 

第30図

20 砂質シルト木炭、酸化鉄投を含む灰策褐色(10YR~) 10 



トI

、
句

aト5，700m →a' 

。 1m 

S X 0 1 

※アミは画変化菌

il A、

b
ト

ω

c
-
w
 aト 6，100m

S X 0 3 

N
A
ι卜
T

'骨'

N 

a '_6，ooom 
-la' 

SX02 

SX 01特殊遺構

土層註記

縄灰色(7.5YR}O シルトホ炭.焼土プロックを含む

2. ・(7.5Y RK) ・木肢を含む
2b にぷい黄綬色(IOYR}S') ・ 0 

3 縄灰色(IOYRK)

• (10Y R.K) 

。(lOYRK) 

6 によい策tB(lOYR ffi 給土質シル ト、板状娩土片を含む

7 IIA (lOY R ~~) 水路島事

SX 02特殊遺構

土層註詑

1 1>>. 色(IOYR"l.{) 木炭層

2 にぷい貧担(lOYR.K) 枯土質シル ト

3 lfI色(lOYR 1.~) 木炭婦、給1!tft

SX 03 

土層註記

l 時制色(lOYRY.) 

Z 網色(lOYRY.) 

3 時掲色(lOYRX) 

→a，4 鳳他色(lOYR}S') 
5 賛締色(IOYRY.) 

シJレト

少 地山土を含む

砂質シルト、焼土、土器5片が混じる

6 縛色(7.5Y R Y.l ・ 焼土が耳目状になる
7 時縄色(IOYRY.) シルト、木炭、焼土ま箸平合む

8 褐 色(lOYRY.) 砂賞シルト

9 に.J:い貨縄色(I0YR y.)シルト、木炭、焼土が混むりかた〈しまっTいる

10 明~色(IOYR .K) 砂ltシルト

11 賞鈍色(IOYR Y.) 

第31図 S X 01・02・03平面図 ・セクショ ン図
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。ト 7，200m

B A 。
第32図 S 003A • 8セクション図

7.溝跡

S003A 溝跡

-ia' 

1m 

床面とも0.9mXO.5mの範

囲で焼けている。墜はほぼ

垂直に近く立ち kがり、底

面は西側に向かつて傾斜し

ている。遺物は土師器曹の

破片が出土している。

S D03B 溝跡に一部壊されているがSK 02の古い段階で接続していたものと思われる。 '~ili40

-80cm、深さ約10cmを計る。堆積土は西側へとオーノマーフローしている。末端は椅円形の窪み

になる。

S 0038溝跡

S K 02土拡に接続するもので、 SD03A溝跡と重槙しておりこれより新しい。末端は末広が

りになる特徴をもっ。幅約40cm、深さ約30cmを計る。底雨レベルlまSK 02に向かつて傾斜して

いる。

この他に SDOl、02構跡を検出しているが、埋土、遺物の特徴から近世以降のものと考えら

れる。

8.出土遺物

今回、発見した遺物には土師器杯 ・曹、須恵器杯、蓋、費、送風管、羽口、鉄棒、 炉壁、砂

鉄、鉄塊、木炭、鍛造剥片などがある。

土師器:土師器は杯、饗が出土している。いずれもロクロ未使用のものである。杯は体部に

駿を持ち、下半部には軽いケズリが施されている。饗は底部から休部にかけてのものが出土し

ている。底部には木葉痕があり、体部には刷毛目調盤が施されている。

須恵器:須恵器は杯・誰・繋が出土している。杯は、口縁部と底部破片が各1点みる。後者

の底部には回転ヘラ切り→回転ヘラケズリ調整カ苛話される。

送風管:送風管は推定内径10-18cm位の土管状を呈するもので、先端ほどラ ッパ状に開く特

徴を持っている。ほとんどが破片となって各炉の廃浮揚から多く出土している。符外面にはラ

ッパ状に聞く先端部を残してノロが付着している。内聞は布目圧痕のあるものと、ないものが

あり、後者はナデ調整が施しである。胎土は石英を多〈含むもので、質が悪い。また、粘土積

み上げ痕のわかるものもある。内面に布目圧痕のあるものが出土量の大半を占めている。

羽口 :羽口はSW02製錬炉廃津場、 S102竪穴住居跡から各2点ずつ出土している。これらは



内径3cm前後を計るが、廃津場出土のものが厚手である。第25図5は全体の形態がわかるもの

である。 q及気部lま内響ぎ「みに開き、先端部にはノロが付着している。

鉄津 :鉄津は各炉の作業場、廃津場に0.5-1 mの厚さで縫積している。総量で約15トン出

土している。鉄浮は炉内残留律、流出淳、炉底津に分けられ、炉内残留浮が量的には大半を占

めている。また、 S1 02・03竪穴住居跡からも出土しでいるが2-3cm大のものと粒状のもの

が多い。粒状のものは磁者度が高い特徴をもっている。

炉壁 :炉壁は各炉の廃津場から主に出土している。いずれも破片であるが、 比較的残りの良

いものなどには粘土積み上げ痕が認められる。

砂鉄:砂鉄はSW01・03製錬炉の作業場 ・廃j宰場の堆積土中からまとま って出土している。

その他、 SK 03土拡底面にも張り付くような状態で検出された。

木炭:木炭は l号木炭窯炭化筆の焚口部付近と、 6努木炭窯の炭化室典il&近くに残存してい

fこ-。

鍛造剥片 (ハンマースケーJレ) :鍛造剥片はS1 02・03竪穴住居跡 ・鉄棒府中から検出して

いる。量的には後者が非常に多く、前者は少ない。大きさは2-3mm大で断面が鋭利で扇平な

ものとポール状を呈するものがある。

Ne週~.名 出土層位 4温類 G形 外面調型車 内面倒m 口径 aま径 器高

IISI-04A ① 土師醤 4事 ヨコナヂ→段上部へラミガキ、体部一手持ちヘラケズリ ヘラミガキ『
(16.1) ( 3.3) 

鳳色処理

21SI-04A ① 土師醤 杯 ヨコナヂ.--oヘラミガキ、ii線、体倒ー手持ちヘラケズリ ヘラミガキ (17.1) 一 ( 4.2) 

31SK世 01 理E土 土師I:i 杯 ヨコナデ 体部ー手持ちヘラケズリ
ヘラミガキー
臓色処理

41SI-048 t -4 須~t.'I 杯 ロタロ捌R.ta:部回転へラ切り→回転ヘラケズリ
ロクロ偶鈴『

10.8 ( 3.0) 
縫いナデ

5 1 !~~製錬炉
廃古事場

t -5 須~t.'I 杯 ロ7ロ綱R スサ入総土付着 ロクロ綱盤 (15.2) 
スサ人給土付. 一 (U) 

6 I SI-02PilJ 3 層 土阿倍 • 体由。・ハケメ『ヘラナタ(器面ややItlllt)底部木繁!Il .減の為に不明 一 10.2 ( 3.4) 

71SK-02 床面土 土師s 可E 体舗・ハケメ『ヘラナデ (u菌ややlJi費).ta:M木業自陣 ナヂ、内面げUにE給土
総司Pきょ 6.8 ( 6.8) 

81:.':YωIU車炉
作業渇

If地層 土師穏 g 体観ハケメ 底部木業!Il ナデ ( 9.6) ( 5.0) 

91~附3S'!錬炉
日E溝 埋土 土.0g 体oハケメ 底錦木薬圏直 一 ( 8.4) ( 2.3) 

101~号本炭寝
付属作業掲

息土上層 土oo • 摩滅のおに不明 ヘラナヂ 一 ( 8.3) ( 9.6) 
111';:明3製鎌J1'
.Rif.tl 

t -1 須.Zi • ナデー滋4責決"(8粂)媛o-廊銀、平行叩き自→指ナヂ ~方向のナデ (JO.6} 

12ISI-03 E正面上 土師a g 体s手持ちヘラサズリ 底錦'Tズリ『ヘラナデ ヘラナデー
6.6 (13.9): o分的iニヘラミがキ

第1表出土遺物観察表(1 ) 
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第33図出土遺物(1)

50 



(N
)陶
酔
圃
掴

Cニコ:

宅S問

容
~ 
刊
召

図
京
総

L ど

51 

?ー~

ヂJ



とコ:

52 

円
)伽
囲
網
・
穿
酬
明
刊
召
図
的
問
織

二三ト
日
υ
O
N

o 



(守
)刷
圃
姻

・
容
創
期
刊
召

図
@
何
憾

e
u
O
N
 

(") 

-‘ 

N 

-‘ 

二コ;ー乙~二三三ア

-司

・・喝

53 

トー¥

ぬ

鱗

噂

t動
態
鱗
み
w'

A

弘、
‘

4

4



υ，t. 、

¥ノ.'0， 

G 

。欝ノロ付着

酸化部分

]6 

17 

20m 
ト←[→「目 I

第37図 出土遺物 ・送風管・羽口・椀形淳(5)

1日
18 。

国日
。



No. 器形 遺 t舟 層位 外面調 室E 内面調書E 世ト{伺}f担 内(cm)筏
銭符壷量
開}

1 送風管
5W01製錬炉

1~ ナデ、ノロ付着、酸化 ナデ、ノロ付着 (23.6) (13.8) 20.3 廃 F事 A易

2 " ~ 36層 ナデ、ノロ付着、酸化 布目、ノ口付着 (17.3) (15.8) 11.5 

3 " 4シ ニ層 ナデ、ノロ付着、酸化 布g、ノロ付着 (18.0) (13.4) 14.8 

4 φ 。 1層 ナデのちケズリ、全面酸化 ナデ (16.8) (13.4) 13.4 

5 。 ~ 36腐 ナデ、ノロ付着、酸化 ナデ 19. ] 13.6 10.7 

6 ~ 
5W03製鎌炉

炉内 ナデ、ノロ付着、酸化 ナデ、酸化 17.1 13.5 19.3 

7 ~ 
5W02製鎌炉

2層 ナデ、酸化 ナデ、般化 15.2 11.8 18.9 炭 t事沿

8 ~ 5Wωj窃fi鎌~
躍毛 織 12~ ナデ、ノロ付着、激化 布自 (20.8) (17.8) 8.3 

9 。 ~ 1層 ナデ、ノロ付着、酸化 布目 16.7 13.1 23.0 

10 ~ ~ 12廓 ナデ 布目一部ナデ (24.0) (18.0) 9.8 

11 " 今 ナデ ケズリのちナデ 19.4 14.2 9.2 

12 。 物 1 !腎 ケズリ、ノロ付着、酸化 ケズリ (16.3) (12.9) 11.6 

13 " ~ 10~ ケズリ、ノロ付着 布目 12.5 10.5 24.8 

14 ~ 5¥V04射鎖tp 5層 ナデ、ノロ付箸 指ナデ、 重量化 (16.4) (13.6) 12.8 

15 ~ S K02 狸土 ナデ、ノロ付着 ]5.0 12.4 19.5 

16 羽ロ 廃5W02fj錬炉F事.tA 6層 ナデ、ノロ付着 6.8 2.8 12.2 

17 " 今 ~ 先下端部にノロ付着、一部酸化
に指オサエ痕 6.8 3.0 13.1 

18 φ S 1 02 3庖 。 5.0-5.3 2.9 5.5 

19 勿 ~ 床面上 先端にノロ付着、一部隊化 5.6-6.0 2.8 5.7 

20 備型j宰 。 ~ イシ 11-12.3 6.5-19 6.6 

第2表 出土遺物観察表(2-5) 
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9.鉄津の分類と磁着度測定について

鉄津は製鉄炉の操業状態を復元する上で貴重な情報を提供してくれるという基本的な考え方

に基づき、当センターでは作業場、廃浮場に堆積する鉄津をすべて回収するという調査方法を

とった。鉄棒の取り上げは、原則として層位ごとに一括して取り上げることと した。整理作業

は、調査と並行しで現地で水洗い、分類まで行うことを目標にしたが、実質消化したのは全体

量の約1/10である。

鉄棒の分類は、製錬炉、竪穴住居跡出土のものを対象とし、肉眼的観察により炉内残留淳、

流出湾、炉底淳、炉壁、鉄塊、半環元砂鉄付着津、鍛冶炉炉底津(椀型禅)とした。またこれ

らの磁力を確認するために磁石により磁性の有無を調査した。磁器度の測定には、磁石の標準

化等の共通条件を整える必要があるため次の方法で行った。

標準磁石データ(TK-4)・フェライト磁石 ・残留磁束密度 ・保持力 ・寸 法

東北金属側 SR-3 ・湿式異方性 ・4.1-4.3 ・4.0-4.4・ 30X17X5 mm 

使用方法 評価基準 距離

アーム 磁着度 1 (6 mm) 

。 2 (12mm) 

35センチの吊り糸に 。 3 (18mm) 
吊りさげる

1， 4 (24mm) 

鉄棒 4シ 5 (3伽m)

(側面)。←・方眼同心円台紙 11 6 (36mm) 

6.5.4.3.2.1. 1.2.3.4.5.6. 

方眼台紙に6ミザ間隔の同心円を書き内側より各々を 1-6のランクで評価する。

サンプルの鉄j惑を磁石側面より外商ランクから順番に接近させて磁石の動き始めるランク

を統みとり 1-6段階で評価する。

なおこの測定万法については、穴沢義功氏等が千葉県中ノ坪H遺跡で実践しており、各地に

おいて定治することが望まれる。



炉 壁磁着度 総計表 (1)
嘩 健 1 磁性 2 信佳 3 信佳 4 1&栓 S 1&絵 6

iI ~湾 膚位 • • 貧血比 重 量 軍軍詑 重 畳 重畳比 • • ..比 • • 限昆比 貧 血 電員比 | 合計 (gl 数 .g散量比~ 歓 貨g数量比あ 数 量g 歓量比~ 敏.g歓呈比~ 歓盆.g歓昆比~ 数 .g 数昆比員匹

関:
6.164 1.709 27.7 1.882 30.5 5S. 91 1.936 31.4 22 0.4 61 I 

SWOl t 19 292 136 46. 6 82 2&1 34 11.6 36 12.3 3 0.3 
12.5 238 16.3 53.7 7.3 61 

2・I~ 27.1・6 4 9.198 33.9 11.044 ‘0.7 4.228 15.6 2.6719 1 7.6 608 1 21.3 2 t 33 616 0.2 320 51.9 219 35.5 49 8 3.1 
平鈎g 44 4 28. 7 50.4 86 109 75 

2・II~ 1.947 1.207 62 690 35.4 8 0.4 17 0.9 25 1.3 e 35 101 81 80.2 17 16.8 
平 均g 19.2 15 40.5 8 17 25 

総書I~g 35.257 1.713 4.9 12.287 34.8 12.288 34.9 6.172 17.5 2.1 210 3 6 687 1.9 合計 個数a 1.009 137 13.6 483 47.9 270 26.7 86 8.5 2.3 10 
平均g 35 12.5 25.4 45.5 71.7 91.7 68.7 

3.020 56 1.9 2.106 69.7 586 19.4 173 6 5.7 88 2.9 11 0.4 
SW02 t 10 179 13 7.3 132 73.7 

262.6 2 
12.3 3.4 

17.5 6 
2.8 i 0.5 

16.8 4.3 15.9 28.8 11 

開i
835 395 47.3 250 2197.9 1 100 21.2 9 90 1208 9 SW03 t 13 35 27 77.1 6 
23.8 14.6 41.6 100 90 

的:
91 15 16.5 69 75.8 7 7.3 7 

tCla 7 14.3 5 71.4 
1‘ 13 15 13.8 7 

炉還3 926 15 1.6 464 50.1 257 27.8 100 10.8 90 92..7 4 合 計 42 2.4 32 76.2 7 16.6 2.4 
90 平均g 22 15 14.5 36.7 100 

特j
22 22 116ω 0 20.2 3 

S 101 t I 
22 22 

草総重堂鼠g; 
222 48 21.6 45 202.3 5 129 58.1 

t 2 4 2 50 25 
55.5 

2‘ 45 129 

n撃.敏.云狙 225 225 100 
床面 100 

均g 225 225 

鎗理重数量t云e 469 70 149 45 9.6 129 27.5 225 48 
合 計 6 3 50 16.6 16.7 16.7 

均g 78.1 23.3 45 129 225 

縫重'Jitg 1.880 260 13.8 890 4278.3 6 730 2 32a8.8 6 
S 1 02 t 1 ， g~ 7 3 42.自 2 

268.5 86.6 445 365 

g鉱富E島;a 60 60 100 
pIl3 

60 60 

約:
45 45 100 

tl:~随
45 45 

32 32 100 。1
32 

種目護3 2.017 337 16.7 950 473.0 1 730 2 36.2 
合計 10 s 50 3 20 

平 陶g 201 7 67.4 316.6 365 

総個覧数民コ自 2.090 440 21 1.360 65.1 290 13.9 3 
S 103 e 1 7 4 57.1 2 28.6 14. 

平均g 298.5 110 680 290 

gを 142 10 7 52 36.6 80 56.3 
t 3 4 25 2 ~O 25 

35.5 10 26 80 

カマド内 料 3 502 27 5.4 140 27.9 335 66.7 
6 4 66.6 16.7 16.7 

継続土 平均g 83.6 

開:
2.734 10 0.4 519 19 1.580 57.8 625 22.8 8 

合 計 17 5.9 10 58.8 4 235 2 11. 
160ι 10 59.9 395 312.5 

魯a平E盆aE崎t'コs g 
6.250 3.750 60 2.500 40 

SI04A e 1 2 50 50 
3.125 3.750 2.500 
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炉壁磁着度総計表 (2)

自証鐙 l 極性 2 信佳 3 磁世主 4 磁性 5 磁也 6
遺 徳 層位 震 量 重量比 震量 重畳比 lIe震 重量比 賃量 質量比 lIi 11 賃員比 質賃 質量比

合 計 (0) 数量g 敏量比.%数 .9数量比鳥 数震g数量比.%数 .0数民比.%数 11由数民比勉 数億g歓食比9臨

蓄平重均ま3g 
490 460 936 9 30 6.1 

SI04A e 2 
163.3 3 232 0 66.7 33.3 

30 

着平噌均3g 
663 61 9.2 480 2 72.4 122 1E24 0 e 3 5 2 40 40 
132.5 30.5 240 122 

P平2均2g 
10 10 100 e 4 1 100 
10 10 

平経闘箪世鈎虜コg g 
110 40 36.4 70 63.6 e 5 2 50 50 
55 40 70 

平総舗質数量均gコg 
60 60 11000 0 e 6 
60 60 

料平均3g 
1.980 1.980 100 

床面 2 2 100 
990 990 

伊平ま均2g 
9.563 2目611 27.3 4.230 44.2 100 2.622 27A 

合計 16 
290 9 56.2 3 18.8 2 12.5 2 12.5 

597.6 1.410 50 1.311 

炉底津磁着度総計表 (1)
磁性 I 磁 tt2 磁性 3 砲怯 4 磁性 S 信性 6

遺徳 !奮位 !Ii量 貧血比 重量量 盤貴比 重量 重量比 賞鑑 質量比 Ifi量 質量比 質量 重盆比
合計 {骨1 数 110数盆比9陣 散 110 数量比.%数量9数畳比到5数量g 数量比舟 数量g 数量比.%数量由 数盆比.%

間j
3.900 1.629 41.8 997 25.6 534 13.7 304 7.8 436 11.2 

SWOl f 19 100 39 39 
234.6 2 

42 51b 3 10 8 8 
39 41.7 38 436 

議平重量均3g 
7.009 2946 8 4.2 2.581 36.8 1.647 23.5 21.062208 2 7 233.1 1 366 2 3 05..9 2 

497 7.1 e 33 256 18.7 142 2 55.5 55 21.5 0.4 
27.3 6.1 18 202.7 18 497 

議平重要均2g 261 •. 263090.6 s 1 
4.073 15.2 

12.106788.0 2 7 452 3 
6.707 25.1 1.407 5103 2 2.420 9.1 9 e 35 492.0 7 32.3 52.4 182 14 

931.5 8 2.420 
0.1 1 0.1 

36.8 9 

詰平貧2均39 371 •• 266205.7 6 5 5.59109.7 8 8 15.9 15.86568 6 4521..6 3 8.888 23.6 3.3333 1 8.9 
3.222 8.6 506 1.3 

合 針 30.6 247 14.9 1.9 4 0.2 2 0.1 
11. 18 35.9 107.5 805.5 253 

e 10 総平偶賃数t畳司コg 自 29.3583789 5 2 4.72876 3 
16.2 
14.275902.9 6 1 

49.8 9.300 31.4 509 1.7 251 0.8 
SW  02 30.7 56.9 9798 5 

10.7 10 1.1 5 0.6 
17.5 50.9 50.2 

e 21 書噌3 463 16 3.5 225 55.1 192 41.4 
SW03 23 3 13 13 56.5 7 30.4 

20.1 5.3 19.6 27.4 

eCla 平-讐a鰭e勾宣コ由g 
100 100 100 

100 
100 100 

絵望師号;g 5624 3 51 6 3 3 
2.8 255 45.3 192 3249..2 1 100 17.8 合計 12.5 13 54.2 7 l 4.1 

23.4 19.6 27.4 100 

平総個蛍数均量コg g 
67 67 100 

SI-01 e 1 100 
67 67 

平偶総重数均'E3g 9 
201 201 100 .e 2 100 
201 201 

経平a間鍾4百絢ts2 g 605 605 100 
問調理

605 
100 

605 
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炉底津磁 着度総計 表 (2)

磁位 l 種目 2 盛 3 也

‘ 
11 s 盛 6 

遣事陣 層位 l重量 重量比 量量 重量lt l貧貧 重鑑比 |重. 1.血比 量・ |重量比 •• 重量比合 計 IgIl政量。 世量比勉 重量。 重量量量会 叡 ag 歓量比~ |敏量gIWl比鯵 歎虫歯 |敏血比錫 微 量。 数量比第

ずZi
873 67 7. T 80喧 9163 7 

合計 3 33 2 
291 67 403 

約j 224 22‘ 100 
SI02 e 1 I I 100 

22‘ 224 

11均3g 276 276 100 
鉄海地6 5 5 

合計 護平貧均民g 
500 224 216 

SI04A 
鍛冶炉F!? 

219 219 100 
I 100 

8 219 219 

鍛冶炉 pgj 553 553 100 

553 
100 

A 553 

開j 712 219 28.4 553 11.6 
合計 2 50 l 50 

386 219 553 

鉄務，.

料i
820 820 100 

SI048 
2 

100 
820 820 

流出津磁着度総計表 (1)
砲佐 1 磁註 2 優 位 3 砥笹 4 橿 5 竃 6 

遺徳 IIut |質 量 1 .. 比 数盤a|数畠比 重量 団量比 1・ E ..  比 • • ..  比 貫録 竃量担L合計 (gl|敏 .g|歓盤比~ 数盆由 |劃t畳比3匹 敏畳官 |量生血比舟 |敏盆g敵畳比9臨 徹・9 敏畳比~ 微量g 敵軍比.lIS

F平5均3g 
7.859 5.196 66.1 2.157 2207..4 6 288 3.7 191 2.4 23 9 7 00.3 5 SW01 e 19 578 430 74.4 119 118 6 2.8 110 9 1.7 136 12 18 

6.292577.8 9 1 
1.914 27.4 2.846 40.8 1.840 26.4 347 5 32 0.4 e 33 1 116.8 1 

57.9 90 32.4 22 7.9 4 1 4 
32 
0.3 

31.6 83.6 86.7 

19756.6 3 8 
665 68.7 286 2925 S 17 1.7 e 35 41 73.2 14 1.8 
16.2 20.4 17 

問:
15.98012 6 7.775 4699.2 3 5.222382.9 3 7 

33.5 2.145 13.6 538 3.4 59 0.4 
合計 61322 3 

24.4 39 4.3 14 1.5 4 0.4 
17.3 55 38.3 14.7 

時j 1.2693 5 701 55.5 550 43.5 12 
SW  02 e 10 69 72.6 25 26.3 1.1 

13.2 10.1 22 12 

時: 615 3 5 
21 32.3 19 2922 0 25 386.0 5 20 

19 1 83 3 21 

時j 1，328 722 54.4 569 4228 S 37 2.8 合計 1130.0 2 70 70 26 
4 4 

10.3 21.8 6.7 

e経平・・a岨向Rコg g 573 125 240i.8 9 147428 6 2 
78.2 

SW03 e 21 44 18 59.1 
13 6.9 

68 6 8.8 62 91.2 
SI-01 e 1 

223 6 
33.3 2 66.7 

6 31 

務:
44 6 38 

S 102 鉄線画面 2 50 古島

SI04A ε1  管官: 2‘l 241 l∞ 
I∞ 

241 

SI048 81j e 6 100 
床幅上
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炉内残留津磁着度総計表 (1)
極性 l S 鐙 2 極性 3 信 生 4 111個 s 優位 6

iI OI 順 位 ‘、.重量比 軍 盤 軍量比 軍 量 貧血比 !I 量 ..比 .量 震量比 置 畳 賃値比
合計 !o) 般 .0後量比%事量量g 政量員当恒 敏量g 敏量比唱匝 量生量g 政量比a匹放置g 放置比%数 量g致量比~

総園平貧血軍均四g 嘗 503 •• 132565.2 4 3 14.75938.7 4 8 296.. 2 151.JI6Z738 S 8 3341..9 1 10.242188.2 2 5 
20.4 
a891501.7 7 4 

E37..7 2 691 1.4 61 0.1 
SW01 e 19 46.4 14.9 361.9 3 

0.6 
61 

-.S.EE-曹ヨ- 372.i1O58935 4 3 
13，858 34653 3 13.37420 2 3356..4 5 7，677 20.4 2，391 62..4 7 345 00.4 9 e 33 923 307 15.1 55 B 

均g 43.1 

理総.費--; 122262 7 
1，893 75821 .5 7520 0 2192.3 1 257826 0 1 

18 8 34 e 35 190 0.4 
12 9.9 14.4 34 

早儒総ZE-E均22 g - 91.18419 6 1 301.46a25 1 33.4 291 •• 1975n 1.8 4 
32.6 
18.2582319 8 3 

20.3 
11.731046白82 0 122.4 9 1.30832.6 7 2 

1.1 61 0.1 
合 計 5，5 47.2 34.7 14.6 0.5 

11.6 61 

9.86517 3 3.22845 3 3433.3 1 3.162503.6 s 2 
33 6.7 2.244 212608 8 28a23s 4 2 

6.5 
1488 6 8 
0.9 

SW02 e 10 5.5 21014 0 3.4 0.9 
15 11.4 

平=IR=均3g 
4.11298 5 

1982.0 2 1 
4.4 
2.316318 8 1 

57.4 
1.22332 7 3 291.6 9 

356 83..6 6 SW03 e 21 10.2 67.2 7 
21.1 50.8 

総割E均E田tコg 3754.6 4 6 65.8 9 4 
16.4 215 60.7 81 2129.5 9 eCla 

傭l)t i!lg 19.6 72.8 6 60.8 9 
9 

総平個I震均'倣tコg g 4.42482 1 2429 0 5.3 2.583 57.6 1.3043 6 29.1 356 7 7.9 合 計 12 159 66 19.1 2.9 

総専.'E敵問・g コg 2a83 3 5 
13 3135.3 3 72 84.7 S 1 01 床面

36 2 
66.7 

13 

平-・.. 滋S勾Eコg -
872 145 16.6 6ω 6593.3 1 102 1 61.7 7 22 123..S 3 e 1 15 

34 6 26.7 
8 

102 
2 

58 75.3 11 

総平‘.J司勾邑Eコ-g 2.2052 1 730 33.2 8818 0 36.3 75Z88 7 2 26.4 89 2 4 e 2 24 46.1 34.6 15.4 3.8 
30.4 44.4 44.5 

事t“11.勾Iコ-官 23 幻 I∞ 
S 101 e 3 

23 
* 

23 

カマド内
総事重均E由E3g S 

縦横土

鍋平総貧倣均量嘗コg 1.83a112 6 2 
212 16.1 720 5546.9 2 286 2 21.8 94 76..2 3 問機 4 25 9 12.5 
53 80 143 94 

総平畑司自問敏.コg g 4.54198.3 6 7 1.』23334 3 392.5 1 Z1935 7 
48.8 970 212i6 6 205 456 7 合計 ~2. 5 11 5 

59 88 41 

PZR5均3g 
111 30 1423 7 τ9 3 I 2442.3 8 319 9 2 

35.1 15 I3.6 3 
S 1 02 木炭ai 7 

30 
28.6 14. 

15.8 15 

床而 gm!? 
個総平.数a崎ヨ-由 52.25323.5 7 3 3110 9 

5.8 6 1.2668 3 222a9 6 22.04884 0 5 3375..6 9 12.6661.0 3 1 2295..7 1 219 3 8 
4 38 00..7 4 鉄協同E 3.4 

16.3 20 27. 38 

平総gEE歓勾-コ-g 24321.8 3 5 
116 27.4 217 8 51.9 5 37 凪7

522 6 2 
12.3 

D-I 8 44.4 38. 5.5 11.1 
14.5 31 37 

・5-FSEE徴均-3 -g 
l.3228 5 394 2928 7 820 61.1 86 61.5 2 28 2.1 

Pit 3 567 2 
14 56 3 4 
58.5 28.6 28 

総aZ均E量コg 16.8.4 5 8 
33 9 46.4 45 534.0 6 

Pit 5 ω 2 
率倍 由 13 22.5 

偶事...均-放コ-g 
69 33 5 50.7 

Pit 6 5 ω 
13.8 11.6 17 
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炉内残留津磁着度総計表 (2)
盛儀 1 1& !1 2 極性 3 信佳 4 母 性 S 磁性 6

• • 量貧比 重畳 ~量比 重畳 ..比 電量 盤量比 • • 電B比 重・ 重像比
合計 "1 敏.， 数畳比~敏鑑f数量比~ 散量F量t.比勉 蝕昆f敵・比~ 歓畳f敏量比% 絵.， 数量比~

zg saagf ; 
533 59 11.1 151 28.3 263 493 60 11 2 

SI02 ι1  24 
11.8 5 
20.8 11 45.8 7 29.2 ‘2 26.3 13.1 31.5 60 

a2O3572.3 1 I 
983 12.2 

Z253580.3 2 l 
31.1 2.505 31 

1.27636.7 5 7 
21 5 241 3.1 38 0.5 

合計 46 14.3 31.8 98 30.5 202 9 2.8 0.3 
21.3 25.5 27.・ 38 

gseatE-3 F 
286 54 18.9 146 51 20 7 66 23.1 

SI03 l- 1 7 3 42.8 14.3 2 28.6 14:3 
40.8 18 146 10 66 

gagj 
1.039 66 270 83 573 6 

l- 3 3335 1 
6 10 5 
11 27 16.6 30.1 

平総例11敵均鎌コF f 
493 33 122 198 15 65 

鉄棒渇 40 6 11 10 4 3 
12.3 5.5 7.1 19.8 18.1 21.6 

カマト内 型総箪建虫7曹 868 41 4.1 416 47.9 342 39.4 69 173..9 9 43 
8.5 2 
11.6 16 37.2 16 37，2 6 

段級土 20.1 26 21.3 11，5 

糊z;E絢3f 
32 18 56，2 14 43.8 

D-1f，I't 4 3 75 25 
s 6 14 

14 14 100 
床面 46 3 

3 100 
4.6 

15 15 100 
w ~ 100 

15 15 

Pil 1 軍鎗s敏均aE3 F f 
20 8 40 12 60 
2 50 50 
10 8 12 

Pil 2 総平:..  敏勾コf f 
112 22 196 49 4320 7 41 36.6 
5 2 40 2 40 
22.4 11 49 20.5 

合計
g事

2，819 33 337 1，102 581 713 

2雌F 5均3F 
‘00 76 19 120 

1230 5 43 10.7 142 351 5 19 
4，1 

SI04A l- 1 8 12.5 2 25 3 37.5 12.5 
50 16 120 21.5 41，3 19 

ト一一一

間;
38 38 l∞ 

l- 2 
38 

100 
38 

1，715 280 6 3163.3 3 11.70136 0 6 
60 354 202 .6 35 2 

l- 3 18 33.3 4 22.2 5.6 
9S 46，6 88，5 35 

総~.哲aa:f 6210 2 123 193 ι 267 4a3 1 230 37，1 
1.. 4 4 33.3 4 33.3 4 33.3 

51.5 30.7 66.1 51.5 

間j 125 2 27 21，6 98 785.4 0 
1.. 5 SO 

62.5 27 98 

S伊F E均3f 
47 47 100 

l- 6 100 
41 47 

1.622 392 7 22 42 
3258.4 8 5 
3170.8 5 547 32369 7 360 2 272..2 7 16 

床面
622.6 3 

6.9 7 3.8 
56 18 180 16 

カ7ド内 料; iB69 3 3 
18 23 148 

継続土 18 23 148 

煙量5内 ni 164 2 29 11.1 135 823 

継続土
l 50 50 

82 29 135 

床面 Z平倒..敏均.S'ョF 
33 100 

Pil 13 
100 

33 
L一一
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炉内残留津磁著度総計表 (3)

硲銭 l 砲 性 2 硲 性 3 磁性 4 磁性 S 磁 性 6
i量 f膏 膚位

“ 
置量比 軍盆 質賃比 • 11 重値比 • 11 ‘.比 . ‘ 重量比 . &l 重量比

合併Ifl 敏.， l敏量比~ 数盆f数員比集 敏.， 紋昆比海 敵 昆f敵邑比1II敏量fIt.比~ 微量f敏虫比海

Pll 16 2辱・髭勾'
44 44 J(附

SI04A .t 1 
2 

22 2 
100 

22 

平'偶...敬鈎コf f 
4.9976 7 9118 9 1824 5 1.863 31.3 1.359 21.2 7‘s 15 54 1.1 

合計 25 32.9 20 26.3 7 9.2 22 7 
2.6 

65.1 48 14.5 61.9 1068 

m 1 平総側・1敏鈎EコF f 1516 2 88 56.4 31 23.1 31 19.9 
SI046 7 58.3 2 16.1 3 25 

量長潟磁 13 12.5 18.5 10.3 

!s 2 間; 313 46 14.1 151 48.2 56 11.9 60 19.2 
16 

153 3 
18.7 7 43.7 3 18.8 3 18.8 

鉄R事膚 19.5 21.5 18.6 20 

床前

* t提 20 20 100 0 

20 
10 

粘土If!i 20 

Pit 14 gqj 33 2 8 24.2 25 75.8 
50 50 

16.5 s 25 

Pit 17 S平倒Ille散均ak3 f F 

特j 522 s 1.5 46 8.8 259 49.6 118 22.6 91 11.4 
合計 31 3.2 3 9.1 15 48.4 6 19.3 6 19.3 

16.8 B 15.3 17.2 196 15.1 

鉄塊磁着度総計表 (1)
il位 l 盛性 2 信佳 3 信聖 4 信 tt5 信量 6 

遣制E膚位 重量重量比 |重 畳 重鐙比 l重 賞 国IUt比 四置 量 目置鐙比

-ー

首・怯 首 S量 .盆比
合計IS'I|敬量f阪量比1IIl数量F数量比国島|数量f}滋畳比1II|位畳F民量比9臨酌量F聖堂量比勉世量， 佐世比重臨

時j 1.51~ ω議 4 7Z14務6 ~U 4Z.7 6 sa2 2 307 8 
SWOl ι19 20.1 

28.1 

.t 33 8場 2.8務 4L8 5 設387194.6 5 認:i 4605.8 4 1la19 1 351aa19 6 6 lZ14 9 

自護憲 5.4 5.4 
1I∞ ∞ .t 35 

5.4 5.4 

合計 自警 4.377655.7 8 2 112L7.5 5 2 1.8繋 5Z42 6 1.481719..9 6 4 ~U 設 li:i 92.9 5 

SW  02 .t 10 rt 宮E7128 4 326 7 1 J~ 59Sd 171..7 1 
4. 

S 1 01 
カマド内8官 12 

112 
2 
ig 

t盤後土 12 

問 1指8官 17 17 ll
∞ 
00 

17 

0-2 車重喜 8B77 .. 
4 

4 87.4 
ig 

87.4 

0-1 3場 22ω 
ω d 

京~ l1∞ 
∞ 

床面 粍i
20 認 4笥 lE25 

0 
3.8 119 

0 

合計 時 34254L1.4 4 
6 

a1.8 2 
9 

3Za7 
7 241..4 4 2100 •. 

8 
2 
4 
146329a42 28145.8 3 
148.2 I 
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鉄塊磁着度総計表 (2)

画監性 1 優位 2 信性 3 1&性 4 III性 S 信 性 6
遺書置 層位 11 a 宣伝比 重量 国Ul比 出量畳 団E量比 盟i:. Ii値比 .量 .置比 |賃 貸 蜜畳比

合計(1')数量F数量比lIS歎量f限量比錫数値f歓畳比錫数値f敏宣比勉放置f放置t比第数量F歓畳比~

S I 02 鉄持層9場 Z句2 978 5 3 a17 9 dおi2 3lS09 1 1.16815 4 3 設364a6s 7 1 1a2口73 

0-1 車場 2込8 228 8 !部

合計 間j 23301.2 3 2 ji:3 1.71991.5 5 3 設; 64E67 8 1 21aZ7 3 

S I 04 カ堆7積ド土内料i 11071.6 4 9 2a4.8 4 2 22; 23a1.7 7 
41.9 4 7 

3187 l 

42 

鉄E事鴎 自習j im 
O. 

0-1 倍増j 00..S 5 00.5 5 1 111 

合計 11261..6 4 7 
L__ 

358.3 7 4 413.4 2 417 9 4 法i
42. 
5努

砂鉄塊磁着度総計表
III性 1 鐙住 2 極性 3 III性 4 ，直 性 5 盤性 6

遺書構 層位
n;-ttTvi 

!i:畳震量比 四1:. 重値比 重量重賞比 11 Jil IlU:比 1置置.量比 11 貨」墨最比
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鉄棒等種類別総計表 (1)
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鉄津等種類別総計表 (2)
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鉄棒等種類別総計表 (3)
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鉄津等種類別総計表 (4)
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